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　会員の皆様方のお取引先やお知り合いで、当所の会員でない
事業所がございましたらぜひご紹介ください。

小千谷商工会議所　☎８１－１３００
新規会員募集中‼

第８回　おぢやまちゼミ	 � ２
青年部・女性会のおぢやまつり	 � ３
「おぢや会議所だより」創刊５００号記念特集
　　　　　　　会報でふりかえる商工会議所の歩み	 	 � ４
地域おこし協力隊牛久保くんのコラム「牛久保はミタ！！」	 	 � ６
新入職員紹介		 � ７

８月25日　引き万灯出発式

おぢやまつり
今年も盛大に開催されました



　８月７日(火)に第12回小千谷産学交流研究会(主催：県
内大学、小千谷市、小千谷商工会議所)がサンプラザ３階
ホールで開催され、約90名の参加がありました。
 本年度の基調講演は、銀座パートナーズ法律事務所の弁
護士・博士(法学)､岡本 正 氏より｢組織の安全配慮義務・
内部統制とBCP｣と題して、被災後のリスクにあらかじめ
目を向けて、その時に頼れる仕組みや法制度を理解する
べきである。東日本大震災時に被災者等から寄せられた
４万件の法律相談事例を分析して、法改正や新制度構築
に携わってきた経緯等説明いただいた後、新潟大学大学
院技術経営研究科の特任准教授・博士(システムデザイ
ン・マネジメント学)、東瀬 朗 氏より｢職場での事故・ミ
スを防ぐには｣と題して、日々の安全管理について説明い
ただきました。
　また、ポスタープレゼンテーションでは､各企業・大学
から､研究成果や産学官連携の取り組みの発表がありました｡

第１2回
小千谷産学交流研究会 開催

長岡技術科学大学による｢遠隔操縦型災害対応ロボット｣の説明

　去る８月２８日(火)、９月４日(火)に当所３Ｆ大ホー
ルにて中小企業診断士 菊池 亮太 氏を講師にお迎えして、
「商談力向上セミナー」を開催し、14名の参加がありま
した。
　第１回の基礎編では、講師から自身のバイヤーとして
の経験とコンサルタントとしての理論に基づき、自社の
営業のタイプを知り、商談会や展示会での成約率を高め
るための心構えから基礎理論、営業力強化のポイント、
提案力の向上手法について説明していただきました。ま
た、商品を売る側が見落としがちなターゲットの設定方
法から価格戦略のポイントについての解説がありました｡
　第２回の応用編では、基礎編で学んだ内容を基に自社
のセールスポイントやセールストーク等のワークシート
作成を通じて、商談会や展示会で成約を取る為の手法を
実践的に学びました。

展示会・商談会で成約率を高める！

「商談力向上セミナー」「商談力向上セミナー」

　まちゼミとは、地元のお店が講師となり、ちょっ
としたプロのコツや知識を教えるミニ講座を開催し
てお客様とのコミュニケーションをはかり、お店の
ファン作りを目指すイベントです。
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　７月２８日(土) ～８月２６日(日)、おぢやまちゼミ実行
委員会（大川明実行委員長）主催の「第８回おぢやまちゼミ」
が参加店３０店舗、４８講座で開催されました。
　今回のイベントでは通常のまちゼミに加えて「夏休みキッ
ズまちゼミ」と題して子ども向け、親子向けの講座を多数開
催し、参加いただいた多くの方よりお楽しみいただきました。

【参加店アンケート（一部抜粋）】
・受講者の皆さんが非常に熱心に受講され、こちらも刺激を
受けた。

・親子向けまちゼミを実施したが、好評いただいた。
・受講者同士の交流が増えてきており、終始楽しい雰囲気で
できた。

・「次回も参加する」と期待してくださる受講者が多くいて
くださり、期待に応えられるよう今後も頑張っていきたい。

　第９回おぢやまちゼミ開催に向け、10月２日(火) ９時30
分より商工会議所3Ｆホールにて、「おぢやまちゼミブラッ
シュアップセミナー」を開催します。本セミナーには、全国
各地でまちゼミの普及・推進にご活躍されております、松井
洋一郎氏をお招きして、まちゼミ成功の秘訣やご商売への活
用方法などを説明していただきます。初めてまちゼミを開催
したいという方にはまたとない機会となりますので、是非ご
参加ください。※お申込・お問合せは小千谷商工会議所
(☎８１－１３００ 担当：吉澤・阿部)までお気軽にどうぞ！

キッズまちゼミが大盛況
「第８回おぢやまちゼミ」

新規参加店舗大歓迎！
貴店からのご参加おまちしております！

まちゼミって何？

秀和建設㈱「簡単できる 女性のためのDIY」

㈲ラッキー・ライフ「親子でお菓子作り」



青年部が
おぢやまつり関連事業を実施

青年部が
おぢやまつり関連事業を実施
　小千谷商工会議所青年部（永澤修会長／位下史弥委員長
／関根健一郎特別委員長）は、先日開催されたおぢやまつ
りにおいて「万灯出発式」及び「おぢやまつりグランドフィ
ナーレ三本締め（閉会式）」の２つの事業をおこないました｡
　万灯出発式は、おぢやまつり２日目の８月２５日（土）に
開催されました。今年で４年目となる本事業は、回数を重
ねるごとにブラッシュアップされ、例年以上の盛り上がり
を見せていました。
　おぢやまつりグランドフィナーレ三本締め（閉会式）は、
おぢやまつり３日目の８月２６日（日）に開催され、おぢや
まつり関係者、参加団体の方々、来場者の皆様一体となって
三本締めをおこない、おぢやまつりを締めくくりました。

今年もやりました！
仮装で盆踊り♪

今年もやりました！
仮装で盆踊り♪

小千谷商工会議所女性会

　８月２４日（金）に東おまつり広場で開催された仮
装盆踊り大会と２６日（日）の本町での市民総参加盆
踊り大会に、女性会メンバーが仮装して参加しました。
　今年は「戊辰150年記念 小千谷の戊辰戦争」をテーマ
に、小千谷での戊辰戦争にゆかりのある人物や大河ド
ラマ「西郷どん」の登場人物に扮して当時を再現。２６
日には大塚市長と商工会議所青年部の方にも女装で
ご参加いただき、会場を盛り上げました。
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「
な
ぜ
、日
銀
の
金
融
政
策
は　

　
　
　

 

分
か
り
に
く
い
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か
？
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「
金
融
引
き
締
め
か
？　

金
融
緩
和
か
？　

そ
れ

が
問
題
だ
」。

　

２
０
１
８
年
７
月
31
日
、多
く
の
市
場
関
係
者
が
、

ハ
ム
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
心
境
で
日
銀
に
よ
る
金
融
政

策
の
修
正
を
受
け
止
め
た
。

　

日
銀
は
金
融
緩
和
の
副
作
用
に
配
慮
し
て
長
期
金

利
（
10
年
債
利
回
り
）
の
変
動
を
容
認
す
る
一
方
で
、

極
め
て
低
い
政
策
金
利
水
準
を
当
面
維
持
す
る
と
約

束
し
た
。
金
融
引
き
締
め
と
も
緩
和
と
も
解
釈
し
得

る
、
こ
の
政
策
決
定
に
対
す
る
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
評

価
も
大
き
く
分
か
れ
た
。

　

な
ぜ
、
日
銀
の
金
融
政
策
は
こ
こ
ま
で
分
か
り
に

く
い
の
だ
ろ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
日
銀
が
以
下
の
三
つ
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

第
一
の
課
題
は
、
金
融
政
策
決
定
会
合
に
参
加
す

る
多
様
な
メ
ン
バ
ー
の
同
意
を
得
る
た
め
の
「
玉
虫

色
」
の
議
論
を
や
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
の
政
策
決
定
の
背
景
に
は
、黒
田
東
彦
総
裁
、

雨
宮
正
佳
副
総
裁
が
主
導
す
る
執
行
部
と
、
原
田
泰

審
議
委
員
、
片
岡
剛
士
審
議
委
員
を
中
心
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
リ
フ
レ
派
」
の
路
線
対
立
が
あ
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　

執
行
部
は
、
本
音
で
は
、「
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
の

フ
ラ
ッ
ト
化（
利
回
り
曲
線
の
平
た
ん
化
）」に
伴
う
、

金
融
機
関
の
経
営
悪
化
な
ど
の
弊
害
を
除
去
す
る
た

め
に
、
現
在
、「
ゼ
ロ
％
程
度
」
の
操
作
目
標
が
設

定
さ
れ
て
い
る
長
期
金
利
を
も
う
少
し
引
き
上
げ
た

い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
は
、
物
価
見
通

し
が
下
方
修
正
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
長
期
金
利
の

上
昇
容
認
」
だ
け
を
決
め
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
そ

こ
で
ひ
ね
り
出
さ
れ
た
の
が
「
強
力
な
金
融
緩
和
継

続
の
た
め
の
枠
組
み
強
化
」
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ

る
。
執
行
部
は
、
⑴
極
め
て
低
い
政
策
金
利
水
準
を

当
面
維
持
す
る
と
約
束
す
る
「
フ
ォ
ワ
ー
ド
ガ
イ
ダ

ン
ス
（
先
行
き
の
指
針
）」
の
導
入
、
⑵
長
期
金

利
の
変
動
容
認
な
ど
を
通
じ
て
、
金
融
緩
和
の
持

続
性
を
強
化
す
る
と
強
弁
し
た
。

　

第
二
に
、
日
銀
は
過
去
の
政
策
を
整
理
す
る
こ

と
な
く
、
次
々
と
新
た
な
政
策
を
「
つ
ぎ
は
ぎ
」

し
て
い
く
か
の
よ
う
な
や
り
方
を
改
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

現
在
の
日
銀
の
金
融
政
策
は
、「
四
次
元
の
金

融
政
策
」
と
も
称
さ
れ
、
量
、
質
、
マ
イ
ナ
ス
の

短
期
金
利
、
長
期
金
利
誘
導
と
い
う
四
つ
の
政
策

手
段
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
に
複
雑
な
政
策
体
系
に
な
っ
た
か

と
い
え
ば
、
日
銀
が
過
去
の
政
策
を
整
理
す
る
こ

と
な
く
、
次
か
ら
次
へ
と
新
た
な
政
策
を
打
ち
出

し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

２
０
１
３
年
３
月
に
、
黒
田
総
裁
が
就
任
し
て

か
ら
、
日
銀
は
多
く
の
挫
折
を
経
験
し
た
。
一
つ

目
に
、
国
債
を
大
量
購
入
す
る
と
い
っ
た
「
量
」

に
よ
る
政
策
効
果
は
一
過
性
で
あ
っ
た
。
二
つ
目

に
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
に
伴
う
副
作
用
（
金
融

機
関
の
経
営
悪
化
な
ど
）
は
当
初
想
定
さ
れ
た
以

上
に
大
き
か
っ
た
。
三
つ
目
に
、
物
価
の
動
き
は

予
想
外
に
「
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
（
適
合
的
）」
―
―

平
た
く
言
え
ば
過
去
の
動
向
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

日
銀
は
、「
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
を
導
入

し
た
後
、
上
記
の
挫
折
を
経
験
す
る
た
び
に
、「
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
」、
そ
し
て
直
近
の
「
イ
ー
ル

ド
カ
ー
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に
よ
る
長
期
金
利
誘

導
な
ど
の
新
た
な
政
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
て

い
っ
た
が
、
過
去
の
政
策
に
関
す
る
反
省
や
整
理

が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
極
め
て
複
雑
で
「
つ

ぎ
は
ぎ
」だ
ら
け
の
政
策
体
系
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

第
三
に
、よ
り
本
質
的
に
言
え
ば
、日
銀
は
「
２

年
間
で
物
価
上
昇
率
＋
２
％
を
達
成
す
る
」
と
い

う
「
物
価
目
標
」
自
体
を
修
正
す
る
べ
き
だ
。
ま

ず
、
２
年
間
と
い
う
期
間
の
縛
り
を
や
め
て
、
中

長
期
的
な
目
標
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、

急
速
な
円
高
を
回
避
す
る
た
め
に
２
％
と
い
う
物

価
目
標
を
掲
げ
つ
つ
も
、「
物
価
が
１
％
上
が
れ

ば
そ
れ
で
О
Ｋ
と
し
て
『
出
口
戦
略
』
を
検
討
す

る
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
О
Ｋ
ル
ー
ル
」
の
導

入
も
検
討
に
値
し
よ
う
。

　

日
銀
の
「
ガ
ラ
ス
細
工
」
の
よ
う
な
金
融
政
策

は
早
晩
限
界
に
達
す
る
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
。

日
銀
に
は
、
過
度
に
「
無
謬
（
む
び
ゅ
う
）
性
」

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
未
来
志
向
で
過
去
の
金

融
政
策
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
す
る

「
直
球
勝
負
」
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
21
日
執
筆
）

会報本紙に掲載
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小千谷商工会議所会員大会小千谷商工会議所会員大会
開催日

入場無料
一般入場可

お問合せ・お申し込みは８月号の折込チラシに記入のうえ
FAXまたはお電話で
小千谷商工会議所  ☎81-1300 / FAX83-3632

平成３０年10月16日㈫

「日本経済再生への基軸」 
会 場 サンプラザ 大ホール
講 師  一般財団法人日本総合研究所
     会長　寺 島 実 郎 氏

会 場　居食亭　東忠
会 費　お一人　４，０００円

第１部 秋季経済講演会
　　　　（午後４時３０分開演）

第２部 会員交流会
（午後６時２０分より）

会員限定

　「短くするのが難しい。」映像を
作る人がだいたい共通して言う言
葉です。学生の頃は自主映画、
仕事ではＰＲ用の動画を作ってい
ましたが、私もその通りだと思い
ます。絵画が足し算のアートなら、
映像は引き算のアートなのです。彫刻などの立体
物を作るイメージと似ています。
　例えば１軒のラーメン屋を紹介する時、１番人
気のメニューと個性的なオリジナルメニューが
あった場合、２つとも動画に入れ込むとこのラー
メン屋の何が魅力なのか伝わりづらくなってしま
うのです。なので、メニューを絞って「このラー
メン屋のこれがウマい！」と一文で完結させられ
る紹介をします。見ている方にはシンプルでスッ
と頭に入りやすいのです。
　同じように「小千谷ってどんな街？」と聞かれ
た時「錦鯉と、縮と、へぎそばと・・・」と返す
より自分の好きなものをワンワードで返してあげ
た方が聞いた側にはありがたいのです。観光客に
オススメのランチを聞かれた時も同じようにシン
プルに返してあげる方が親切なんだと思います。
　シンプルに返すというのは自分の一番好きな物
を再考することでもありますから、「小千谷ってど
んな街？」って聞かれた時に一言で返すとしたら
何と答えるかじっくり考えてみるのはいかがで
しょうか？

牛久保くんのコラム
地域おこし協力隊

牛久保はミタ！！牛久保はミタ！！
「映像を作る時の話」
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８
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
▲
１
４
・
８
と
、
前
月
か
ら
＋

１
・
９
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。
た
だ
し
、

「
悪
化
」
か
ら
「
不
変
」
へ
の
変
化

が
主
因
で
あ
り
、
実
体
は
ほ
ぼ
横
ば

い
。
建
設
業
や
電
子
部
品
、
産
業
用

機
械
、
自
動
車
関
連
の
堅
調
な
動
き

が
続
く
ほ
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

め
た
夏
休
み
の
観
光
需
要
が
好
調
に

推
移
し
た
。
ま
た
、
記
録
的
な
猛
暑

に
伴
い
、
飲
料
や
夏
物
商
材
の
需
要

が
拡
大
す
る
一
方
、
客
足
減
少
や
農

産
物
の
生
育
不
良
に
よ
る
価
格
上
昇

を
指
摘
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。
燃
料

費
や
原
材
料
費
の
上
昇
に
よ
る
負
担

増
や
深
刻
な
人
手
不
足
、
根
強
い
消

費
者
の
節
約
志
向
が
依
然
と
し
て
中

小
企
業
の
足
か
せ
と
な
っ
て
お
り
、

業
況
改
善
に
向
け
た
動
き
は
力
強
さ

を
欠
く
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
１
４
・
４
（
今
月
比

＋
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
）
と
ほ
ぼ
横
ば

い
を
見
込
む
。
消
費
の
持
ち
直
し
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
拡

大
、
生
産
や
設
備
投
資
の
堅
調
な
推

移
へ
の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。
他

方
、人
手
不
足
の
影
響
の
深
刻
化
や
、

燃
料
費
・
原
材
料
費
の
上
昇
、
コ
ス

ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
遅
れ
、
米
国

の
保
護
主
義
的
な
関
税
措
置
に
端
を

発
す
る
貿
易
摩
擦
の
影
響
な
ど
、
世

界
経
済
の
不
透
明
感
を
懸
念
す
る
声

も
多
く
、
中
小
企
業
の
業
況
感
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る
見
通
し
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
全
産
業
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
、
前
月
と
比
べ
ほ
ぼ
横
ば

い
。
産
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
で

ほ
ぼ
横
ば
い
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
で
改
善
、
そ
の
他
の
２
業
種
で
悪

化
し
た
。

　

業
況
の
先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、

全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
ほ
ぼ
横
ば

い
の
見
込
み
。
産
業
別
に
み
る
と
、

卸
売
業
、
小
売
業
で
改
善
、
そ
の
他

の
３
業
種
で
悪
化
の
見
込
み
。

CCI−LOBO

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、改
善
も
力
強
さ
欠
く
。

　
　
　

先
行
き
は
不
透
明
感
残
り
、横
ば
い
圏
内
の
動
き

産業別業況DI（前年同月比）の推移
北陸信越ブロック

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）−
（減少・悪化などの回答割合）実数
値の上昇率を示すものではなく、強
気・弱気などの景気感の相対的な広
がりを意味する。
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サービス小売卸売製造建設

3月 4月 6月 7月 8月5月

　１０月１日（月）に当所の下期会費ならびに下期特別会費（役
員のみ）をご指定の口座から振替させていただきます。
　また、特定商工業者に該当される事業所につきましては、法
定台帳作成経費の負担金として一律１,６００円を請求し、同じ
く１０月１日に口座振替いたします。
　会費・特別会費・特商負担金を現金でお支払いの場合は、
お送りする納付書にて会議所窓口または記載されている金融機
関窓口で１０月１日（月）までにご納入くださいますようお願いい
たします。

会費ならびに特定商工業者負担金
口座振替のお知らせ



（ルール）　Ｑ.タテとヨコの問題を解いて、
白い□を埋めてください。

※注意点
・□に入るのはカタカナ１文字です
・｢ァ・ィ・ゥ・ェ・ォ・ャ・ュ・ョ・ッ」など
　の小さい字（促音・拗音）は、大文字の  
　｢ア」や「ツ」として１文字とします  　 
　(例：「ショック」→「シヨツク」）
・濁音や半濁音は１文字として数えます
・A～Fに入れた文字を並べると、ある　
　言葉が完成します

タテのカギ 
1 フカとも呼ばれる魚 
2 ピラミッドの形 
3 張った皮の部分をばちでたたいて演奏 
4 首が長い動物 
7 美術館などで矢印で指示されるルート 
8 睡眠中、無意識で出す騒音の一つ 
9 瓶にガラス玉が入っている炭酸飲料 
11 うちわをあおいで起こす
ヨコのカギ 
1 ますずしを包むのは何の葉？ 
3 昔話『かちかち山』で悪さをした動物 
5 顔の良い男子が好みの人 
6 団体戦ではなく○○○戦 
8 筋子をばらすとコレになる 
10 防腐剤や着色料などは不使用 
12 油揚げがのった○○○うどん 
13 赤や白以外のワイン

答えは10月号で
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３
日　

初
級
簿
記
講
習
会
①

４
日　

正
副
会
頭
会
議

　
　
　
（
伴
走
型
）
商
談
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
「
応
用
編
」・
個
別
相
談
会

５
日　

お
ぢ
や
食
お
こ
し
隊

　
　
　
「
第
７
回
き
っ
か
け
づ
く
り
交
流
会
」

６
日　

所
内
運
営
会
議

　
　
　

小
千
谷
商
工
会
議
所　

経
営
相
談
会
④

　
　
　

県
火
災
共
済
㈿　

エ
リ
ア
団
体
別
意
見
交
換
会

　
　
　

県
連　

第
４
回
運
営
委
員
会
・
Ｂ
Ｗ
Ｃ
表
彰
式

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
②

７
日　

女
性
会　

役
員
会

　
　
　
（
伴
走
型
）
①
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

９
日　

片
貝
ま
つ
り
→
10
日

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
③

11
日　

経
営
指
導
員
研
修
会

　
　
　

小
千
谷
市
社
会
保
険
研
究
会
役
員
会

12
日　

県
連　

先
進
事
例
視
察
研
修
→
13
日

13
日　

フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
新
潟 

説
明
会

　
　
　

う
ま
い
も
の
祭 

出
展
者
会
議

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
④

　
　
　

お
ぢ
や
ま
つ
り　

万
灯
運
行
反
省
会

14
日　
（
伴
走
型
）
②
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

18
日　

日
商
９
月
委
員
会
→
19
日

　
　
　

市
立
小
中
学
校
発
明
工
夫
展
・
模
型
工
作
展
審
査
会

　
　
　

お
ぢ
や
ま
ち
ゼ
ミ
実
行
委
員
会
・
お
ぢ
や
ま
ち
ゼ
ミ
の
会

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
⑤

19
日　
（
長
岡
大
学
連
携
）
後
継
者
育
成
塾
①

20
日　

青
年
部
役
員
会

　
　
　

日
商
通
常
会
員
総
会
・
会
員
大
会

　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
受
入
及
び
高
度
人
材
獲
得
セ
ミ
ナ
ー

21
日　
間
税
会
役
員
会
・
税
務
団
体
協
議
会
役
員
会
、
幹
事
会
・
編
集
委
員
会

　
　
　

フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た2018
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
⑥

22
日　
（
公
社
）
日
本
Ｊ
Ｃ
新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
小
千
谷
大
会

23
日　

市
立
小
中
学
校
発
明
工
夫
展
・
模
型
工
作
展
表
彰
式

25
日　

県
火
災
共
済
㈿ 

代
理
所
共
済
担
当
者
事
務
研
修
会

　
　
　

常
議
員
会

　
　
　

中
越
地
区
専
務
理
事
・
事
務
局
長
・
相
談
所
長
会
議

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
⑦

26
日　

不
当
要
求
防
止
責
任
者
講
習
会

　
　
　

小
千
谷
地
域
防
火
管
理
協
会
第
１
回
役
員
会

　
　
　
（
長
岡
大
学
連
携
）
後
継
者
育
成
塾
②

27
日　

新
潟
県
指
導
検
査

　
　
　

お
ぢ
や
ま
つ
り
第
３
回
役
員
会
・
実
行
委
員
会
・
懇
親
会

28
日　

第
２
回　

小
千
谷
警
察
署
協
議
会

　
　
　

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
会
頭
会
議

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
⑧

29
日　

第
５
回　

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

１
日　

初
級
簿
記
講
習
会
⑨

２
日　

お
ぢ
や
ま
ち
ゼ
ミ
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

正
副
会
頭
会
議

３
日　

女
性
会
連
合
会
全
国
大
会
→
５
日

　
　
　

中
小
企
業
支
援
担
当
者
等
研
修 

専
門
研
修
→
5
日

　
　
　

お
ぢ
や
食
お
こ
し
隊
全
体
会
議

　
　
　
（
長
岡
大
学
連
携
）
後
継
者
育
成
塾
③

４
日　

中
小
企
業
支
援
連
携
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
⑩

５
日　

所
内
運
営
会
議

　
　
　

小
千
谷
商
工
会
議
所　

経
営
相
談
会
⑤

９
日　

初
級
簿
記
講
習
会
⑪

10
日　

小
千
谷
淡
交
会
総
会

　
　
　
（
長
岡
大
学
連
携
）
後
継
者
育
成
塾
④

11
日　

経
営
指
導
員
研
修
会

　
　
　

営
業
関
係
税
務
指
導
協
議
会
税
務
研
修
会

　
　
　

税
理
士
会
小
千
谷
支
部
と
商
工
会
等
の
懇
談
会

12
日　

経
営
指
導
員
研
修
会

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
⑫

14
日　

小
千
谷
う
ま
い
も
の
祭

15
日　

女
性
会
「
小
千
谷
市
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
」

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
⑬

16
日　

商
工
会
議
所　

会
員
大
会

17
日　

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
海
外
企
業
視
察
研
修
旅
行
→
20
日

　
　
　
（
長
岡
大
学
連
携
）
後
継
者
育
成
塾
⑤

18
日　

初
級
簿
記
講
習
会
⑭

19
日　

青
年
部
10
月
定
例
会
・
役
員
会

　
　
　

県
内
商
工
会
議
所
女
性
会
合
同
研
修
会

22
日　
（
長
岡
大
学
連
携
）
後
継
者
育
成
塾
⑥

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
⑮

23
日　

常
議
員
会

　
　
　

長
岡
版
広
域
道
路
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会

24
日　

交
通
部
会
・
諸
業
部
会
合
同
視
察
研
修
会

　
　
　
（
長
岡
大
学
連
携
）
後
継
者
育
成
塾
⑦

25
日　

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
中
小
企
業
相
談
所
長
会
議

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会
⑯

26
日　
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
中
小
企
業
支
援
先
進
事
例
普
及
研
究
会

　
　
　

第
2
回　

商
店
街
等
連
絡
会
議
・
懇
親
会

28
日　

第
214
回　

日
商
珠
算
検
定
試
験

29
日　

初
級
簿
記
講
習
会
⑰

30
日　

小
千
谷
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
施
設
見
学
会

　
　
　

中
越
地
区
指
導
業
務
連
絡
会
議
・
金
融
指
導
研
究
会

31
日　
（
長
岡
大
学
連
携
）
後
継
者
育
成
塾
⑧

※（
伴
走
型
）は
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
を
表
す
。

 

会
議
・
行
事
の
予
定 

（
９
月
〜
10
月
）

９
月

10
月

平成30年度 無料経営相談会
　　　　　　　  毎月実施中！

資金調達についてお悩みはございませんか？

マル経資金融資制度

次回開催日：10月５日（金）
講　　　師：小松 俊樹 氏（中小企業診断士）
今月開催日：11月8日（木）
講　　　師：今井 進太郎 氏（中小企業診断士)
開 催 時 間：いずれも午後１時～午後４時
会　　　場：小千谷商工会議所 ２階　研修室

３つのメリット  ①低金利(H30.9月現在1.11%）
　　　　　　　  ②無担保無保証
　　　　　　　  ③手数料、信用保証料なし
※お申込要件と必要書類等につきましては担当まで
　お問い合わせ下さい（TEL81-1300）。

※事前予約が必要です。小千谷商工会議所☎81-1300

指
導
課

   

主
事
　
水
瀬 

友
絵

新
入
職
員
紹
介

よ
ろ
し
く

　
お
願
い
し
ま
す

　マル経資金融資制度とは、小規模事業者の経営改善
を目的として商工会議所の推薦により無担保無保証で日
本政策金融公庫からの融資を申し込める公的融資制度
です。資金調達にお悩みの方はお気軽にお問い合わせ
下さい。

会報本紙に掲載

会報本紙に掲載
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